
1979年出上の木簡

奈
良
・藤
原
京
条
坊
関
連
遺
構

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
葛
本
町
七
六
九
番
地

２
　
調
査
期
間
　
　
・一
九
七
九
年

（昭
５４
）
八
月
を
十
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井

一
夫

・
松
田
真

一

５
　
連退
跡
の
種
類
　
道
路
及
び
そ
の
側
濤

６
　
注退
跡
の
時
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

奈
良
県
橿
原
市
葛
本
町
南
半
地
域
は
、
弥
生
時
代
末
を
中
世
に
か
け
て
の
遺

跡
と
し
て
三
度
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
弥
生
時
代

末
ｉ
古
瑣
時
代
前
期
及
び
中
世
の
集
落
と
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
古
墳

盆

辺
約
４０
ｍ
の
方
墳
）
の
検
出
と
い
う
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は

こ
れ
の
北
限
な
い
し
は
西
限
を
確

認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
検
出
し
た
遺
構
の
性
格

の
検
討
か
ら
、
下
粥
寺
遺
跡
な
る

遺
跡
名
を
こ
え
る
範
囲
を
持
つ
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

表
記
の
ご
と
き
題
と
し
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
幅
約
八
ｍ
で
両
側
に
側
濤
を
も
つ
南
北
道
路
と
、
こ
れ

に
直
交
し
同
じ
く
両
側
に
側
濤
を
有
す
る
幅
約
六
ｍ
の
東
西
道
路
で
あ
る
。
こ

の
道
路
は
、
現
在
も
明
確
に
存
す
る
条
里
地
割
と
は
一
致
し
な
い
。
周
辺
に
こ

の
道
路
遺
構
と
関
連
す
る
地
割
を
求
め
る
な
ら
ば
藤
原
京
以
外
に
な
く
、
橿
原

市
都
市
計
画
図

（
二
千
五
百
分
こ

で
検
討
す
る
と
、　
南
北
道
路
は
、　
藤
原
京

西

一
坊
大
路
の
北
延
長
線
に

一
致
し
、
東
西
道
路
は
、
藤
原
京
北
京
極
よ
り
北

へ
四
条
半
の
地
点
に
あ
た
る
。
道
路
規
模
の
ち
が
い
は
、
大
路

・
小
路
を
表
わ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と

一
致

す
る
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
こ
の
南
北
道
路
の
東
側
濤
か
ら
で
あ
る
。
側
濤

は
道
路
交
差
点
部
で
底
が
浅
く
な
る
他
は
、
す
べ
て
の
部
分
で
規
模
は
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
幅
約

一
ｍ
・
深
さ
約
○

・
五
ｍ
を
計
り
、
濤
内
堆
積
土
は
大
き
く

三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
上
層
は
砂
層
で
八
世
紀
後
半
の
上
器
を
含
む
。
中

・
下

層
の
遺
物
を
時
期
的
に
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
層
が
砂
を
含
む
の

に
対
し
て
下
層
は
粘
質
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
う
ち
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
木

簡
の
他
に
は
、
斎
串

。
人
形
等
も
出
土
し
た
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
簡
は
短
冊
型
の
下
部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
一
点
を
検
出
し
た
。
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９
　
関
係
文
献

「
藤
原
京
条
坊
関
連
遺
構
の
調
査
」

（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編

『奈
良

県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
七
九
年
度
し
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
　
　
（中
井
一
夫
）


